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・ ２月のドイツの鉱工業生産は前月比＋0.5％と事前のコンセンサス予想（同＋0.3％）を上回る伸びを

記録した。１月値が下方修正（当初：同横ばい→改定後：同▲0.6％）されたため、１・２月平均では

昨年10-12月期対比で▲0.3％と小幅減産にとどまった。ここから、1-3月期が前期比でプラスとなるた

めには、３月値が前月比＋0.8％以上の増産となる必要がある。 

・ それでも、昨年10-12月期に前期比▲0.6％と４四半期振りのマイナスに転じた実質ＧＤＰ成長率は、

1-3月期に同＋0.2～0.3％程度の小幅プラス圏に復帰することが予想される（左図）。1・2月の小売売

上高が２ヶ月連続で増加（各々前月比＋3.0％、同＋0.4％）しており、５月15日に速報値が発表予定

の成長率の数字は生産統計が示唆するよりもしっかりしたものとなりそうだ。 

・ 先行きについては、５日に発表された２月のドイツの製造業新規受注が前月比＋2.3％と前月の落ち込

み（同▲1.6％）から反発。月毎の振れが大きい統計ながら、受注にも底入れの兆しが窺える（右図）。

２月のＩｆｏ企業景況感指数が５ヶ月振りに改善が止まったが、ドイツ景気の底堅さは崩れていない。

むしろドイツ以外のユーロ圏の景気低迷が長期化していることが不安材料。 

■ドイツ：鉱工業生産と実質ＧＤＰ成長率 ■ドイツ：製造業新規受注（季調値）

注：鉱工業生産は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。

　　実質ＧＤＰ成長率は前期比年率。 出所：ドイツ連邦統計局

出所：ドイツ経済技術省、ドイツ連邦統計局
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■ドイツの鉱工業生産（季節調整済み、前期<月>比、％）

2012 2012 2013
1Q 2Q 3Q 4Q 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

鉱工業生産 0.1 -0.0 0.2 -2.6 -0.1 -1.3 -1.5 -0.4 0.2 -0.6 0.5

製造業・鉱業 -0.0 -0.1 0.2 -2.4 -0.2 -1.5 -1.5 -0.3 1.1 -1.1 0.4
中間財 -0.8 0.4 -1.0 -1.9 -0.7 -1.3 -0.3 -0.8 0.1 -0.1 -0.3
資本財 1.1 -0.7 1.1 -3.7 -0.1 -2.5 -3.0 1.1 0.9 -1.9 2.4
消費財 -1.3 0.3 0.8 -0.2 0.9 0.0 -0.2 -2.3 3.8 -1.3 -2.5

耐久財 -2.0 0.2 0.4 -5.5 -1.4 -1.9 -3.4 -1.2 0.8 1.3 1.8
非耐久財 -1.2 0.3 0.9 0.9 1.4 0.3 0.5 -2.5 4.4 -1.8 -3.5

エネルギー 3.9 0.5 0.3 -4.3 3.3 -1.3 -2.2 -1.2 -4.6 -0.4 3.9
建設 -1.9 0.2 0.3 -2.6 -2.4 0.9 -1.2 -0.9 -1.8 3.1 -2.7

出所：ドイツ経済技術省  


